
本日のテーマ（JFMAから）

自立的な地域社会やレジリエンスを
妨げる社会構造
コロナの課題は何か、
コロナ禍でのFM対応





コロナの明らかにしたもので
アンタッチャブルなもの

夜のまち

誰も具体の解決策を示せず！
ステイクホルダーを調整する機能の不在



ナイトタイムエコノミー（夜の経済）

・イギリスではGDPの約６％がナイトタイム関連
→我が国当てはめると約８０兆円※新経済連盟試算

・訪日外国人旅行消費額(４兆5000億）のうち娯楽
関連消費はたった４％

→夜の観光資源が乏しい

一方で、昼間にないトラブル
→治安上（酩酊者、騒乱、けんか、ドラッグ）
衛生上（嘔吐物、ゴミ 等）
＋感染症対策



ナイトメイヤー（Night Mayor：夜の市長）
・オランダ アムステルダム発祥
・静かな夜を過ごしたいVSﾅｲﾄﾀｲﾑを楽しみたい

⇓
ステークスホルダー間を調整

・2014年に投票により選出
※給料は市と経営者の折半

ナイトタイムエコノミ-の正と負の両面を担う
ファシリティマネージメントの一形態？



・クラブ等は朝４時までの営業時間
→追い出された客が騒ぐ、トラブル
→朝７時まで営業時間を延ばす
→騒がしい客を中にとどめる
→いくつかクラブは、昼に児童の遊びとして開放
→近所が存在を認知
・夜間のパトロール隊を組織
・夜間の環境改善
→図書館の２４時間化
→飲食店の夜間営業
・数々のイベントの開催
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